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浜松支部理念
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広告募集中
本紙に広告を掲載しませんか?
細部は、下記のメールにお問い合わせください。
E-mail:taiyukai.hamamatsu@gmail.com

担当:春名

浜松支部では、支部の行事、会員の入院、訃報などの情報を早急にお知らせするた

めに、メールアドレスをお持ちの方は下記の浜松支部のメールアドレスに登録の氏

名等を記載してメールの送信をお願い致します。

taiyukai.hamamatsu@gmail.com

メールアドレスの登録のお願い
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浜松支部行事予定 浜 松 支 部 の 会 勢

◎一水会：６月１日、７月６日、８月３日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

※ 役員の方は必ずご参加下さい。

◎総会：６月２６日(日)１１：００～

クラウンパレス ホテル

http://taiyukai.or.jp/wordpress/会員募集中

数字で見る支部活動(R4.5.9 現在)

★実勢会員数：３８２名

正会員：３５４名

特別会員： ２８名

★「隊友はままつ」発行部数：６００部

手配り：８３部

メール便：２９９部

基地内配布：１２０部

その他:９８部
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防衛豆知識

北朝鮮からミサイルの発射が繰り返され、核実験も準

備中など毎日が脅かされています。北朝鮮のミサイル

の技術の向上と発射事案を掲載しました。(出典:防衛省)

隊友会本部より以下のとおり義援金の趣意書が来ましたのでご確認いただき、個人ごとに処置をお願いします。
ウクライナ支援募金趣意書

皆様

日頃から国民の防衛意識の⾼揚、家族支援など防衛省・自衛隊を支えるえる活動に邁進さ

れている皆様方にまずもって敬意を表したいと思います。

さて、私たちNPO ⽇本地雷処理・復興支援援センター（JDRAC）は、退職自衛官を主体とす

る団体です。ロシアのウクライナ侵攻に際して在日ウクライナ大使館の要請を受け、国家・

国民を守るために戦っているウクライナ軍将兵、無差別攻撃の災禍から市民の救助にあたっ

ている消防士、混乱の中にあって市民の安全確保と治安維持にあたっている警察官及び彼

らに協力する市⺠の⽀援を検討しています。なぜ避難⺠の⽀援ではないのか。それは国際

赤十字社、UNHCR 等の国際機関並びに国際的⼈道支援NGO が⾏う支援は避難民が主な対象

であり、軍⼈等に対する支援が必ずしも行き届いていないからです。特に彼らには医薬品

の不足が顕著であると⼤使館から伺っております。

戦傷を原因とする死亡のうち適切な止血が行われればその多くを助けられたという米軍の

報告があります。そこで JDRAC は自己犠牲を厭わず任務に邁進しているウクライナ軍将

兵、消防士及び警察官に First Medical Kitを送るため義援⾦を広く募ることとしました。

価格は各内⽤品の製造元のご理解をいただき現地までの送料を含めて約 5,000 円／Kit で

す。当⾯は 300 個（約150 万円相当）を送るべく準備を進めています。もちろん義援⾦が

多く集まれば送付できる数も増やすことができます。皆様におかれましてはロシアの侵略

と戦っているウクライナ将兵の家族の思いが痛いほどに理解できるのではないでしょうか。

救える命を可能な限り救うため、JDRAC のウクライナ⽀援活動に何卒ご理解とご協⼒をい

ただきたくお願い申し上げます。なお義援⾦振込先は別紙 2 に記載の弊団体のゆうちょ銀

⾏⼝座にお願い致します。

特定⾮営利活動団体日本地雷処理・復興⽀援センター

理事⻑ 加藤 盛也

顧問 川⼜ 弘道

（⾃衛隊家族会本部運営委員）


